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平和統一運動次世代リーダー育成のための
「私から始まる平和統一大賞」青年スピーチ部門及びエッセイ応募原稿フォーマット

■「私から始まる平和統一大賞」とは

　’為に生きる’神様主義の真の愛を根本精神として国籍と思想、組織を超越して、国内外の韓民族の和合と統一の実現を目指す平和統一聯合は、2024年より平和統一運動を同世代や後に続いていく世代の力とするために、この賞を創設いたしました。

■今年の募集テーマは「喜び」
ちょっとした小さな喜びから、大きな喜びまで、自分が体験してきたエピソードが、今の時代に合う平和統一運動にどのように役に立つことができるのかを問いかけます。家族や友人・知人との出会い、大自然との出会いなど、様々なエピソードを募集いたします！

	応募条件
	平和統一聯合に所属している会員、担当者。または左記から紹介を受けた方。

	募集期間
	青年スピーチ部門：
募集日程及び大会日程は、ホームページ及び機関誌『平統解放』にてお知らせ致します。
※ 第１連合会（北関東・東京・南関東）、第２連合会（北海道・東北）、第３連合会（東海、北信越）、第４連合会（近畿・中国・四国）、第５連合会（九州・沖縄）において、2026年6月14日（日）まで地方予選を行い、それぞれ代表１名を選抜し、本部に映像提出。
会員及び一般部門　エッセイ募集：　2026年４月１日（水）～2025年６月14日（日）

	スピーチ
原稿規程
	【青年スピーチ部門】
５分以上７分以内（制限時間を超過した場合は減点）。※パワーポイント使用可。
【会員及び一般部門　エッセイ募集】
800字以上3000字以内、１人１点。
※両部門とも主となる言語を日本語で行うこと。部分的に韓国・朝鮮語、または他国の言語を使用しても良いが、日本語の意味を付け加えること。

	応募方法
	Wordファイルのまま、応募フォームよりご応募ください。※ 青年スピーチ部門に応募の方も、同様に原稿を提出してください。郵送、FAXでのご応募はご遠慮いただいております。

	発表
	2026年６月下旬　ホームページにて公開。
入賞者には、メールまたはお電話にて直接ご連絡をさしあげます。
両部門の大賞受賞者は、７月４日東京都内の記念行事でスピーチします。
その交通費は本部負担。




題名：「私の心を満たした愛」
お名前：原 淳子　北海道　札幌創成支部

【青年スピーチ部門】
　今回のスピーチのテーマである「喜び」というのを聞いた時に、私にとっての喜びとは一体何なのか考えました。深堀すればするほど自分の人生を振り返りましたが、私の心を満たすことができた喜びは父母様なしでは語ることができないものでした。
　私は、自分の気持ちを言葉で表現することが苦手で、親に怒られても言い訳一つもできずに黙り込んですぐその場から離れるような幼少期を過ごしてきたし、教会にほとんど通ってなかったので信仰がなかった中高生期は、学校の人間関係で悩むことも多くありながらも自分の気持ちを立て直すすべを知らなかったので、ただただ本当に苦しい期間を経たこともありました。周りから嫌われないように、色んな場所で色んな仮面を付けて歩んできました。でも私はそんな自分が大嫌いでした。
青年になって信仰を持つようになりましたが、自分の価値を時々見失うことも多くありました。自分には何もできることがない、今までだって何もない人生を歩んできた、何の苦労もしなかったし何の取柄もない人だと、そう思ってきました。
　気持ちが病んだときは何度も死にたいと思いました。ただ小心者なので痛いのとか怖いのは苦手でしたが、それでも究極に病んだときはカッターを取り出して自分の体を傷つけようとしたことも何度かありました。「自分には何の価値もない」というレッテルを剝がすことは本当に難しかったです。
　保育士として歩んでいた時も、献身して公務を歩んでいたときも、信仰を持てば持つほど私のいく道は険しくなるような気がして何度も心が折れました。
「結局私は何をしても駄目だ」と自分を信じてあげられることができませんでした。
　昨年夏、霊性修練会に参加しましたが、その直前も心情的にかなり苦しくて、何のために歩んでいるのかもわからなくなっていましたし、何度も「死にたい」と思っていました。しかし修練会中だった７月１８日、天正宮に特別警察が押し入ってきて家宅捜索がありました。驚き、不安、お母様のための長時間の精誠での疲れ、色んな思いが入り混じりながら、でもその思いも全部捨てて空にして、ただお母様の為に命を懸けて精誠を尽くそうとしたときにこんな思いが湧きました。
「今まで自分の命を粗末に思ってきた、『死にたい』と言って簡単に生きるのを諦めようとしてきたような奴が、お母様の為に命を懸けます、だなんて簡単に言うな！」
霊界から怒られたとその時は思いましたが、今思えばお父様だったんじゃないかなと思いました。その思いになった瞬間にその場から崩れ落ちました。「お母様を命を懸けて守ります」と口では何とでも言えた、もちろん嘘ではなかったが、その言葉に重みはありませんでした。天の父母様の前に、アボジオモニの前に私は何度も申し訳ありませんと謝りました。もう二度と自分を傷つけることは言わない、と。
散々悔い改めたあとに出てきた思いは、「生きてみ旨を歩むこと、お母様の為に命を懸けれること、お母様と共に生きて歩めることが、こんなに幸せなんだ」という思いでした。生きていることがこんなにも深い意味で幸せだったと思ったことは私の人生３０年の中で初めてでした。今までどんなものでも心のこの穴を埋めることはできなかったのに、こんなにも心が満たされる経験はありませんでした。
　あれから１年近く経ちますが、今の歩みの中でも何度も目の前が見えなくなって苦しい思いも沢山あるんですが、「死にたい」という思いは一切湧かなくなりました。恐らく自分の生涯ずっと連れ添ってきたその「死にたい」と思わせる中心霊が無事に解怨されたんだなと思います。そして、このように私が生まれ変わることができたのはなんでだろうかと思った時に、間違いなく天の父母様が、アボジオモニが先に私のために命を懸けて下さったからだと感じました。ご自身の全てを犠牲にして、ただ愛する子女の為に命を懸けて精誠を尽くしてきたからだと思いました。これが、どれほど凄いことなのかを私は身をもって感じました。
　最近私が歩みながら思うのは、父母様が命を懸けて私たちの為に精誠を捧げてきたように、人知れず涙を流して天に慟哭してきたように、私もそのようになりたいと思いました。教会の為に、食口の為に、目の前の一人のために涙を流して、この1人を救ってください生かしてくださいと、誰に知られなくてもいいからそのように出来る私になりたいと思います。それが私の本心が一番喜ぶことだということを感じています。
　昨年、祝福を受けて主体者がいま旭川にいますが、これから家庭出発も控える中で、今まで個人路程の集大成として感じてきたこの内容を、家庭にも展開し夫婦で支え合っていきながら、天の願う祝福家庭となっていきたいと思います。そして、単に自分たちの家庭だけでなく、私たちの家庭が他の家庭の為に祈る、精誠を尽くすことのできる、そのような家庭になりたいと思います。
　いま私たちに必要なものは、教会という建物ではなく、父母様と同じ心情で歩むことだと思います。自分のこと以上に他の為に祈れる人に、その家庭になれれば、自然と一つになれる、平和統一の道はこれしかないということを感じます。まずは私から、父母様の似姿となれるように歩んでいくことを決意しながら終えていきたいと思います。
　ご清聴ありがとうございました。
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